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演題登録・参加者登録が 11 月 1 日から開始さ
れました。抄録登録は 12 月 16 日から、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲ
ﾝﾄ登録は 1 月 16 日から開始していきます。登録
方法や登録期間の確認、登録手続きはホームペー
ジをご覧下さい。 
（※演題内容や発表者のデータは、各個人でパス
ワード・ＩＤを取得して頂き、管理していきます。
そのため、登録手続きを行って下さい。） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1. 高齢者の胃瘻に関して 
 臨床場面で遭遇する胃廔造設検討が必要な高齢者は、すでに寝たきりであったり、認知症などで自らの意志
を適切に表現できなくなっている場合が多くあります。そのような症例では、胃廔造設が延命治療の手段にな
ることもあり、行うべきかどうか悩む場合があります。民医連の医療施設だけに限らず、色々な場で議論され
ているテーマですが、改めて今回の研究会でも倫理的視点を交えて、意見を語り合いたいと考えています。 
 

2. 緩和ケアに関わるスタッフへの支援 
 消化器分野では緩和ケアに携わる機会が多くあります。燃え尽き症候群とまでは至らなくても、患者様をお
看取りしたあとに喪失感や無力感にかられた経験を持つスタッフは少なくないと思われます。患者様との距離
感について悩むケースもあります。臨床現場では、看取りを行った症例に対するスタッフの関わりを振り返る
機会がもてない現場も少なくないのではないでしょうか？緩和ケアに関わるスタッフも患者・家族と同様にケ
アされるべき存在ですが、スタッフへの支援は忘れられがちです。緩和ケアスタッフのストレスマネジメント
について意見を語り合いたいと考えています。 
 

3. いかに民医連消化器医師を増やすか 
 民医連消化器医療の発展のためには、消化器医師の存在は必要不可欠です。若
手・中堅・ベテラン各立場から、いかに民医連の消化器医師の魅力を伝えていく
べきか？研修医が求める医師像・消化器分野の研修内容とはどのようなものか？
などの視点から、民医連消化器医師育成について語り合いたいと考えています。 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

埼玉県さいたま市 観光名所 演題・参加者登録 開始！ 

 今回は消化器研究会会場から近い、さいたま市内の
観光名所を紹介します。足を伸ばしてみてはいかがで
しょうか？ 

 

 

次号予告 ：演題登録状況 宿泊情報など 

第 13 回全日本民医連消化器研究会 

日程 2013 年 3 月 9 日～10 日（土・日）

開催地 埼玉県さいたま市 

会場 ＪＡ共済埼玉ビル(大宮) 

交流会会場 パレスホテル大宮 

     シンポジウムテーマの目的 

問い合わせ先 埼玉協同病院 吉野 肇（医師）

       埼玉協同病院 野村 健二（事務）

 ＴＥＬ：048-296-4771 ＦＡＸ：048-296-7182 

 メール：k-niji@mcp-saitama.or.jp 
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.minshoukai.jp/ 

＜鉄道博物館＞ 

日本最大の模型鉄道ジオラマや

日本初の「D51」運転台を使った

シミュレータなど、鉄道について

楽しく学べる魅力的なコーナー

がたくさんあります。詳細は下記

ホームページをご確認下さい。 
http://www.railway-museum.jp/
 
＜武蔵一宮氷川神社＞ 

社伝によれば 2400 年前に創建さ

れたと伝わる神社。大宮の氷川神

社は埼玉、東京、神奈川に点在す

る数百の氷川神社の本拠となる

という神社です。周囲は緑がいっ

ぱいで厳かな雰囲気があります。

御利益は商売繁盛、出世開運と言

われています。 

 
埼玉県マスコット「コバトン」

 

全国各地よりたくさんの登
録をお待ちしております！ 


